 院外用

PET(陽電子放射断層撮影)-CT検査に関する説明と同意書

この同意書は申し込み日あるいは検査当日、必ずPET-CT センターにご提出下さい。
１． PET(陽電子放射断層撮影)-CT検査について
この検査は、病変の糖代謝を画像にして診断するもので、悪性腫瘍の病期診断や、再発診断に有用な検査です。検査には、放射性薬剤であるフルオロデオキシグルコース[18F]（以下、FDG）というブドウ糖薬剤を使用します。この薬剤を静脈内に注射し、全身を撮影して画像化します。
２． PET-CT検査を受けるにあたり次の点をご理解ください.
♦ FDGは、糖代謝の盛んな脳や心臓に強く集積します。また、FDG は尿から排泄される仕組みのため、腎臓や尿路、膀胱に強く集まります。このためこれらの臓器の病変の診断は難しいことがあります。
♦ FDG は炎症などの良性疾患にも集まります。
♦ PET-CT検査では、顕微鏡レベルの異常や5 ㎜以下の小さな病変は診断できません。
♦ がんの診断に用いる場合、胃癌・早期前立腺癌などFDG が集まりにくい一部の病変で診断のできないものがあります。
♦ PET-CT検査はこれだけで診断が確定するものではありません。このため今回の検査で異常所見がみられた場合、診断のためにさらに他の追加検査が必要となることがあります。
♦ PET-CT 検査でおこなわれるCT はPET 検査を補う目的で撮像するため、一般的におこなわれるCT 検査とは異なり単独で診断するものではありません。
３．検査の安全性について
この検査に使用する薬剤による重篤な副作用の報告はありません。
４．個人情報の取り扱いについて
PET-CT検査の画像は、医学教育や学術研究に使用させていただくことがあります。しかし、学会や論文発表の際には匿名化され、個人の情報はまったく公開されません。


　私は上記PET検査について理解した上で、検査を受けることに同意します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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